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木
竹
工
芸

　

か
つ
て
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
あ
っ
た
日
常
生
活
で
用

い
ら
れ
た
道
具
・
家
具
な
ど
の
日
用
品
の
多
く
は
木
製
品

で
し
た
。
箱
物
で
も
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
提て
い
ら
ん藍

の
よ
う
に
単

な
る
箱
で
は
な
く
、
用
途
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
に
工
夫
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
、
今
回
展
示
の
品
々
に
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

な
か
で
も
日
本
人
は
、
縄
文
時
代
か
ら
身
近
な
竹
を
利

用
し
て
き
ま
し
た
。
竹
は
軽
く
て
加
工
性
が
高
い
こ
と
か

ら
、
編
み
込
ん
で
篭
や
笊
な
ど
だ
け
で
な
く
、
花
器
な
ど

の
日
用
品
か
ら
茶
道
や
華
道
の
道
具
、
笛
や
尺
八
な
ど
の

楽
器
、
竹
刀
や
弓
な
ど
の
武
道
具
な
ど
に
も
用
い
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
竹
は
常
緑
性
の
多
年
生
植
物
で
数
カ
月
で
立

派
な
竹
に
成
長
し
ま
す
。
樹
木
で
幹
に
当
た
る
部
分
を
竹

類
で
は
竹ち
く
か
ん稈
と
呼
び
、
樹
木
の
よ
う
に
年
輪
を
重
ね
毎
年

竹
稈
が
太
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

古
来
自
生
し
て
い
る
真
竹
は
、
節
に
環
が
二
つ
あ
り
、

節
間
が
長
く
薄
い
の
で
弾
力
性
に
富
み
、
竹
細
工
な
ど
の

工
芸
に
利
用
さ
れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
竹
細
工
や
農
業
資
材

な
ど
に
利
用
さ
れ
る
女
竹
が
あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
に

中
国
か
ら
導
入
さ
れ
た
孟
宗
竹
は
、
節
に
環
が
一
つ
あ
り
、

節
間
が
短
く
厚
い
こ
と
か
ら
、
弾
力
性
に
や
や
欠
け
る
た

め
、
籠
な
ど
を
編
む
に
は
向
き
ま
せ
ん
。
建
築
や
農
漁
業

用
資
材
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

３ 竹編留金付道中弁当箱

２ 竹編留金付道中弁当箱

１ 竹編腰下小物入れ
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９ 藩札書状箱 ８ 藩札書状箱

11  書状箱 10  文箱

13  状入れ 12  藩札書状箱

４ 竹編煙草入れ５ 竹編煙草入れ

６ 竹編手提げ
７ 木製筒煙草入れ
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14   提藍

15   提藍

16   提藍

4



17  黒漆針箱

18  硯箱19  印箱

20  硯箱

21  化粧台
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大小の柄鏡

22  山正歳銘柄鏡23  丸に花菱紋柄鏡24  柄鏡
6

和
鏡
・
柄
鏡
・
方
鏡

　

顔
を
写
す
鏡
の
表
側
は
、
銅
と
錫
と
の
合
金
製
で

表
面
に
水
銀
メ
ッ
キ
を
塗
っ
て
反
射
面
を
作
っ
て
い

ま
す
。
塗
り
立
て
は
ガ
ラ
ス
の
鏡
と
同
じ
に
よ
く
見

え
ま
す
が
、
使
っ
て
い
る
う
ち
に
さ
び
て
見
え
に
く

く
な
り
ま
す
。
裏
面
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
絵
柄
を
鋳

出
し
て
い
ま
す
。
古
墳
時
代
の
円
形
の
手
鏡
は
、
呪

術
や
儀
式
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
平
安
時
代
頃

か
ら
貴
族
た
ち
の
間
で
化
粧
を
す
る
習
慣
が
起
こ
り
、

室
町
時
代
の
終
わ
り
頃
に
は
、
鏡
に
柄
を
つ
け
た
柄

鏡
が
現
れ
ま
す
。
柄
鏡
は
、
鏡
背
の
中
心
に
あ
っ
た

鈕ち
ゅ
うが
不
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
様
々
な
絵
柄
が
生
ま

れ
ま
し
た
。

　

柄
鏡
は
直
径
10
㎝
ぐ
ら
い
で
し
た
が
、
江
戸
時
代

に
は
、
４
寸
、
５
寸
、
６
寸(

１
寸
は
約
３
㎝)

と
い
っ

た
大
き
な
鏡
が
で
き
、
17
世
紀
も
終
わ
り
近
く
に
な

る
と
、
８
寸
前
後
の
大
型
鏡
も
使
わ
れ
ま
し
た
。
裏

面
に
描
か
れ
る
文
様
も
、
じ
つ
に
多
く
の
図
柄
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
福
寿
・
高
砂
・
鶴
亀
・

富
士
・
蓬
莱
図
な
ど
、
吉
祥
慶
賀
文
様
な
ど
の
題
材

が
好
ま
れ
ま
し
た
。
江
戸
時
代
後
期
に
は
文
字
が
大

き
く
入
っ
た
図
柄
が
現
れ
ま
す
。
江
戸
時
代
の
手
鏡

に
は
、「
天
下
一
」
の
鏡
師
銘
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
天

和
二
年（
一
六
八
二
）に「
天
下
一
」の
使
用
が
禁
止
と

な
り
ま
す
。「
天
下
一
」
の
代
わ
り
に
、
石
見
守
、
肥

前
守
と
い
っ
た
国
名
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

手
鏡
は
柄
鏡
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従
来
の
円

形
の
鏡
だ
け
で
な
く
、
四
角
形
の
方
鏡
も
使
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
方
鏡
は
懐
中
鏡
入
れ
に
入
れ
て
携
帯
用

と
し
て
使
わ
れ
、
小
さ
な
も
の
が
多
い
。
懐
中
鏡
入

れ
は
着
物
と
帯
の
間
に
差
し
入
れ
て
使
っ
て
い
ま
し

た
。
方
鏡
に
柄
を
つ
け
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
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30  和鏡31  和鏡32  和鏡

29  柄鏡 28  藤原義勝銘柄鏡

27  柄鏡 26  天下一藤原吉長銘柄鏡 25  藤原光政銘柄鏡
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34  天下一吉重銘柄鏡 33  柄方鏡

37  薩摩守藤原定次銘方鏡 36  葵紋鏡

38  方鏡・布製袋
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35  天下一藤原政重銘方鏡
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